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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 ) 

報伝達における機能解明を目的として行われた。 

より、MLPK のＮ末端側の Ser-rich 領域が SRK の標的リン酸化部位である可能性を明ら

めることで、MLPKの活性化機構

字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

      だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等

       は記載しないこと。 

本研究は、アブラナ科植物の自家和合性変異株の原因遺伝子として同定された膜アンカー型細胞質キ

ナーゼ MLPK の自家不和合性情

１．MLPK 活性化機構の解明 

 MLPK が２種類の転写産物を介して N 末端配列の異なる２種類の蛋白質に翻訳されること、両者共

に機構は異なるが細胞膜上に局在し、雌ずい因子の SRK 受容体型キナーゼと直接相互作用し、花粉因

子 SP11 に対する受容体複合体を形成することを明らかにした。大腸菌発現蛋白質を用いた in vitro
リン酸化実験

かにした。 

２．MLPK の標的分子の特定 

 酵母two hybrid系を用いて見出されたMLPKの標的蛋白質候補の一つが、in vitro結合実験により活

性型MLPKとのみ特異的に結合すること、またin vitroリン酸化実験によりMLPKにより高選択的にリン

酸化されることを明らかにした。現在本候補分子のRNAi体の作出を進めている。また、近縁の自家不

和合性種のArabidopsis lyrata由来のSRKおよびSP11遺伝子を導入したA. thalianaが自家不和合性を

獲得することが確認された。現在、APK1bがMLPKのorthologとして機能しているかどうかの確認を進

めている。確認されれば、APK1bを対象として本系を用いて解析を進

の解明や標的分子候補の絞り込みが加速することが期待される。 
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

付すること。 添
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


